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その担い手の身分（制）的特権となり、市民身分が政治的意味での都市の特徴をなしたのである。その内容は、十九世紀以来 ドイツ中世都市の研究を集大成したハンス ・ プラーニッツ 中世都市共同体論 （ 『ドイツ中世都市』一九五四年）とも一致している。
 
ウェーバー自身、その標識がすべて当てはまるのは、ヨーロッパ都市のなかでもほんの一部であると明言して










Stadtfreiheit ） 、 都市の平和 （
Stadtfriede ） 、 都市法 （













八八年）に取り入れられ、発展をみた。それによっ 、法 史 分野にとどまらず、ドイツ都市史の研究 新な論点が加わったといえよう。都市の自由
(libertas, Freiheit) は、市民の都市領主への人格的隷属からの解放であっ












une, salus publica, gem
einer N
utzen) の前提であった。平和が




















一三世紀中葉の大空位時代以後自立性 獲得し 帝国直属性を合わせて にいたった。それに対し 領邦都市は、聖俗諸侯を都市領主とし、その大多数が領邦の形成に伴い成立した。これら 都市は、一般的 、帝国都市よりも自立性や自治が制約された みられている。
 
一三五六年カール四世の金印勅書では、帝国都市のなかでも由緒のあるフランクフルトを国王の選挙地、アー






国王が選ばれると都市領主に対する忠誠誓約を行い、諸特権を更新され、その保護と庇護に対 て奉仕、助言と援助の義務を負った。その主要な義務は、都市税の納入と市民軍の派遣、国王滞在中 宿舎と糧食 提供であったが、さらに臨時税や資金供与を求められた。そのうえ国王は財政難に陥ると、帝国都市をしばしば質入れし、市参事会や有力な市民は帝国直属性の喪失を恐れ、都市代
官職の請け出しや購入によってそれを阻止した。中世































































































































































































































      
    一
 
同職組合と「ツンフト闘争」



















    三
  ユダヤ人居留権とゲットー建設
 
    四
  皇帝・聖職者・市参事会













     一
  政治・経済・社会的状況
 
     二
  宗教改革運動の発端
 




































     三
  反乱の諸要因
 





     ２
 社会階層の変動
 
         ３
 市政の紊乱
 















































































て、最大の関心は、毎年秋と早春二回開催される大市であった。かれ の経済的利害は都市の政治的利害に優先し、その結果、都市 統治者の常住する首都や宮廷都 はなく 商業・金融都市として発展した。こ 都市の経済的繁栄にとって、都市の自由と平和は不可欠な条件であり、市参事会は対外
･対内的にその獲得・維持を求














の市場開催権や徴税自主権などの、個人と団体が取得したさまざまな特権であった。それらの特権は、都市領主から恩恵として付与されたが、市民が獲得 ものと捉えなお れ、そ 維持・拡大が図ら 商工業を中心とする都市の発展を可能にした。
 
（２）都市の自由のなかでも、皇帝の大市保護と帝国直属性の存続が対外政策の基調となった。そのためにフ

















徒に禁じられた高利貸業を営み 都市の財政にも寄与し が、争いの種となり、迫害を受け しか 市参事会は、 他の帝国都市と異なってかれらを追放せず、 市内に隔離したのは、 この商業・金融都市ならのこ であった。反対に 国王選挙の びに選帝侯が滞在し、 帝国改革をはじめ、 重要な議題で帝国会議や都市 議が開かれたが、それらは不定期であり、 内の治安維持が格別に求められるうえ 大市収入に及ばなかった。枢要な機関である帝国最高法院の設置は、都市 とっ 名誉であったが自治と自立への懸念もあり 多く 市民がそれ 歓迎しなかった。
 
（５）市参事会は、門閥結社（アルト・リムプルク会 フラウエンシュタイン会）の寡頭支配であり、家人に












が、その市民協約をもとに市参事会の改革と市区を単位とする 民軍の再編成がおこなわれた。それ フランクフルトにとって中世から近世への転換を示す、制度面での改革であった。市参事会は、内外の諸勢力 葛藤の中で、たえず厳しい試練に晒され、そ たびに経済力、制度改革、政治交渉によって危機を脱し、帝国都市としての自治を回復し、自由と平和 維持に努め、市民の合意 一致と協力を求めつつ公益の実現 はかっ の際、ヨハン・ ィッヒァル のような人文主義的法律家が重要な役割を果たし 印刷技術 革命によって書籍市に多様な人びとが集まり、学術や知識 普及 情報の伝達や交換の場となったことも、都市の政治文化の形成に与ったといえる。
 
（７）フランクフルトと対照的な都市のひとつの例は、グーテンベルクを生んだマインツである。この近隣の
司教都市は、古代ローマ都市に由来し、ライン沿岸の先進的 商業中心地 なり、大司教の苦境を救って広範な自由を与えられ 後進のフラン と繁栄を競い合い
、大市開催権の獲得に努めた。しかし市民と聖職者の






















に与えた。彼はフランクフルトをドイツ中央部における経済的・軍事的拠点とみなし、しかも将来自分をここ皇帝 選挙させることを夢見たといわれる。翌年アドルフが 外のリュッツェンで戦死 た後 スウェーデンは一六三四年にネルトリンゲンで惨敗し、フランクフルト
に逃げ込んできた。翌年、ザクセンハウゼン地区に留
まるスウェーデン軍に対して ボイ隊長指揮下の皇帝軍 都市の傭兵隊がマイン川橋を挟んで戦闘状態に入った。スウェーデン軍は退却したが、皇帝軍は残り、そ うえ農村から大勢 避難民が移住し 市内に溢れた。物価騰貴、飢餓に加えて、ペストが伝染し、数千人の生命を奪った。そ 災厄は、一六四八年ウェストファリア平和条約によって戦争が終わるまで続いた。
 
中世の市壁は、 新式の兵器による敵の攻囲にもはや十分な防衛機能を果たさないことがわかった。 市参事会は、
あわてて数カ所に土塁を築き大砲を置いた 、本格的な対策を建てねばならなくなった。若い技師ディリッヒとシュタウトが委嘱されたが、資金の欠如と労働力の不足で改築は遅れ、一般市民のほか、フェットミルヒらの処刑の日に再移住を許されたユダヤ人までが動員 れた。フラ クフルトに駐屯中のグスタフ
( 二世
) ・アドルフと
隊長たちも、それを支援し、工事が大いに進展し かし 完成をみたのは一六六七年であり、スウェ デン軍が立ち去った後になった。そ は、ネーデルラント式築
城法によるもので、見張塔と市門をもつ古い城壁の周
りに、前方に突き出る堅固な稜堡を配し そこに据えつける大砲によって、あらゆる側面から 攻撃を防禦しうるものであった。重火器の発達にともなう巨大な星形要塞 、フランク ルトの外観 大きく変 、中世都市から近世都市への移行をまさに象徴し のである。
 
 
